
収量計測機付きコンバインのデータを他の生産者と共有。分析データで適正施肥を行うことで収益性アップ

生産方式革新実施計画の概要 2026年３月24日認定

申請者：
山本 将司（京都府京丹後市）

対象品目：
水稲

スマート農業技術：
収量計測機能付きコンバイン

新たな生産方式：
産地内の他の生産者とのデータ共有・分析による、ほ場ごとの
適正施肥等の実施

活用を計画している支援措置：
補助事業の優遇措置
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品質・収量の向上

データに基づく適正施肥

データ共有・分析

複数データに基づく適正施肥

品質・収量向上効果の増大

中山
間等 情報取得

収穫調製

写真提供：ヤンマーアグリジャパン(株)

データ共有
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